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Juntos!! 招へいプログラム 

ブラジル・グループ（連邦議員団） 

テーマ：政治交流 

 

１．プログラム概要 

「対日理解促進交流プログラム」の一環として、ブラジルより、連邦議員団 11 名を招へ

いし、日本の政治、文化、社会、歴史及び外交政策に関する理解促進や、日本の魅力等の

積極的な発信を目指し、3 月 20 日から 3月 28 日までの 8泊 9日の日程でプログラムを実

施しました。 

 

２．参加国・人数 

ブラジル 11 名 

 

３．訪問地 

東京都、広島県、京都府、神奈川県、埼玉県 

 

４．日程    

3 月 20 日（日）   成田国際空港より入国 

3 月 21 日（月）   来日オリエンテーション 

浅草、東京スカイツリー視察 

千葉工業大学東京スカイツリータウンキャンパス視察 

3 月 22 日（火）   NEC イノベーションワールド 

秋篠宮同妃両殿下御接見 

衆議院議長表敬 

国会視察 

日本の国会制度についての説明 

駐日ブラジル大使表敬 

駐日ブラジル大使主催レセプション 

3 月 23 日（水）   外務省アジア大洋州局 有馬中国・モンゴル第一課長による日本理

  解講義／基調講演 

外務省 高瀬中南米局長主催レセプション 

武藤外務副大臣表敬 

在日ブラジル総領事、在日ブラジル人ミュニティ代表者との懇談会 

3 月 24 日（木）   広島県へ移動 

語り部講話、平和記念公園視察、広島平和記念資料館視察 

3 月 25 日（金）   京都府へ移動 

金閣寺視察 

京都妙心寺春光院視察、座禅体験 

3 月 26 日（土）   二条城視察 



 

2 

都内へ移動 

3 月 27 日（日）   海外移住資料館視察 

明治神宮視察 

3 月 28 日（月）   石坂産業株式会社（リサイクル工場）視察 

早稲田大学大学院アジア太平洋研究課 浦田教授による日本理解

講義／基調講演 

成田国際空港より出国 

 

５．Juntos!! プログラム記録写真 

ブラジルグループ（連邦議員） 

 

 
 

3/21 【視察】 

東京スカイツリー 

3/22 【ブリーフィング】 

衆議院議員会館にてブリーフィング 

  

3/23 【交流】 

在日ブラジル人ミュニティ代表者との懇談会 

3/25 【歴史・伝統文化、文化体験】 

京都妙心寺春光院にて座禅体験 

  

3/27 【視察】海外移住資料館 

 

3/28 【環境】 

石坂産業株式会社（リサイクル工場） 
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６．参加者の感想 

● ブラジル 

 今回の訪日は、公民、文化、技術、情報、教育に関する私の知識を深めてくれました。

要職にある方々との会合は実り多いものでしたし、日本とブラジルはさらに両国間の関係

と友情を深めていく必要があると思います。ブラジル国の連邦議員として、国会での日伯

議員連盟の存在感が増すように働きかけ、ブラジルの政治家の日本を見る目を変えていき

たいと思います。 

素晴らしい国の大変優しい人々のいる国、日本を知る機会を与えてくださり、ありがと

うございました。 

 

● ブラジル 

まず、外務省の Juntos!!プログラムにご招待くださった日本政府に感謝します。日本を

知るために、連邦下院議員と連邦上院議員が招待を受けました。文化的、教育的、技術的

に学ぶことが多かった素晴らしい見学の数々でした。最も重要なこととして、すべての議

員が日本に関心を持ち好ましく思いましたので、今後日本ブラジル間の外交関係がさらに

深まること間違いありません。毎年この Juntos!!プラグラムが開催されることを願ってい

ます。そして両国間での社会文化面、政治面、教育面、技術面で成功できると思います。

ありがとうございます。 

 

● ブラジル 

 文句のつけようのないプログラムでした。すべてのプログラムが非常によく、スタッフ

によって全てが問題なく遂行されました。ホテルやレストラン、観光名所、出会った方々、

提案された内容は日本文化を余すところなく体験できるために非常に重要でした。豊かな

経済大国、文化大国の一端を知ることができました。私にとって広島の平和記念資料館の

視察は最も重要なプログラムでした。私の報告書や今後の広報活動に必ず使うことになる

メッセージを含んでいました。最後に、外務省スタッフの方々のプロフェッショナリズム、

外務省のプログラムや外部プログラムに対応してくださったことに感謝します。ありがと

うございました。 

 

７．報道事例 

  

Yahoo！ニュースによるニュース配信 日本経済新聞への記事掲載 
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